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北
海
道
か
ら
政
権
交
代

日
本
の
大
掃
除
ス
タ
ー
ト

「
北
海
道
か
ら
政
権
交
代
！
北
海
道
か
ら
総
理
大
臣
を
！
」
太
陽
が
照
り
つ
け
る

中
、「
政
権
交
代
準
備
完
了
。」を
か
か
げ
、
６
月
２７
日
、
札
幌
市
で
民
主
党
総
決
起
街
頭

演
説
会
が
行
わ
れ
た
。
集
会
に
は
、
自
治
労
組
織
内
の
逢
坂
誠
二
衆
議
、（
仲
野
博
子
衆

議
は
、
別
用
務
で
欠
席
）
な
ど
次
期
衆
院
選
の
道
内
立
候
補
予
定
者
が
勢
揃
い
し
た
。

「
北
海
道
初
の
総
理
大
臣

誕
生
」
を
訴
え
る
立
候
補
予

定
者
の
演
説
の
後
、
鳩
山
民

主
党
代
表
の
登
場
で
札
幌
市

大
通
り
４
丁
目
広
場
は
集
ま

っ
た
４
０
０
０
人
の
支
持
者

で
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。

鳩
山
代
表
は
「
自
民
党
政

権
が
残
し
た
負
の
遺
産
の
一

掃
で
、
今
ま
で
の
冷
た
く
突

き
放
す
政
治
か
ら
、
子
ど
も

や
教
育
を
大
切
に
す
る
政
治

に
光
を
あ
て
る
温
か
い
政
治

に
変
え
て
い
こ
う
、
私
が
そ

の
先
頭
に
立
っ
て
た
た
か
っ

て
行
く
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、「
政
権
交
代
が
目
的

で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
大
掃
除
の
ス
タ
ー
ト
台

に
立
ち
、
官
僚
ま
か
せ
の
政

策
づ
く
り
で
は
な
く
、
皆
さ

ん
と
一
緒
の
政
策
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
、
政
権
交
代

す
る
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
た
い
」
と
呼
び

か
け
、「
新
し
い
、
市
民
の
た

め
の
、道
民
の
た
め
の
政
治
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
側
に
た
っ

て
政
策
を
つ
く
っ
て
い
く
」

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

自
治
労
組
織
内
の
逢
坂
誠

二
衆
議
院
議
員
は
、「
分
権
型

社
会
を
つ
く
る
た
め
や
っ
て

き
た
が
今
の
政
治
は
逆
に
な

っ
て
い
る
。
誤
っ
た
三
位
一

体
、
強
制
的
に
自
治
を
分
断

し
て
き
た
。
本
当
の
分
権
国

家
に
す
る
た
め
頑
張
る
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
、
札
幌
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
鳩
山
代
表
を
励

ま
す
集
い
が
開
か
れ
党
派
を

超
え
て
１
３
０
０
人
が
集
ま

り
、
鳩
山
代
表
は
改
め
て
政

権
交
代
へ
の
決
意
を
述
べ

た
。

民主党代表就任後、初めて北海道入りした鳩山代表（左・北海道９区）と、右から鉢呂民主党
北海道代表（北海道４区）、新党大地・鈴木代表、司会を務めた小川参議＝６月２７日、大通4丁目

「
断
末
魔
」
ま
さ
し
く
そ
ん
な
状
態

の
政
府
自
民
党
。
山
口
教
授
の
『
政
権

交
代
論
』
で
書
か
れ
て
い
る
「
美
人
コ

ン
テ
ス
ト
」（
ケ
イ
ン
ズ
）
で
首
相
を
選

び
な
が
ら
、
人
気
が
な
い
と
な
っ
た
ら

た
ち
ど
こ
ろ
に
「
首
相
お
ろ
し
」
だ
。

や
っ
ぱ
り
政
権
交
代
で
は
な
い
の
か
？

「
仕
事
な
く
人
生
に
嫌
気
さ
し
た
」

だ
か
ら
殺
人
�
こ
ん
な
事
件
が
増
え
て

い
る
。
政
府
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
立
し
て
い
れ
ば
こ
ん

な
事
件
は
な
く
な
る
は
ず
。
６
月
末
設

立
さ
れ
た
反
貧
困
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

が
重
要
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。

高
福
祉
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
学
ぶ

日
本
が
手
本
と
す
べ
き
国

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
元
国
会

議
員
で
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
会
議

員
の
イ
ル
ッ
カ
・
タ
イ
パ
レ

さ
ん
と
保
健
大
臣
、
社
会
福

祉
大
臣
、
社
会
福
祉
保
険
庁

総
裁
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
ヴ

ァ
ッ
プ
・
タ
イ
パ
レ
さ
ん
ご

夫
妻
の
来
日
を
記
念
し
て
、

６
月
２９
日
、
北
海
道
自
治
労

会
館
で
タ
イ
パ
レ
夫
妻
札
幌

講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

北
欧
と
い
え
ば
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
生
徒

の
学
習
到
達
度
調
査
）
ラ
ン

キ
ン
グ
で
世
界
一
と
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本

で
も
近
年
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
国
際

競
争
力
世
界
一
と
評
価
さ
れ

て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
高
福

祉
と
競
争
力
を
見
事
に
両
立

さ
せ
て
い
る
国
で
も
あ
る
。

講
演
で
は
、
第
２
次
世
界

大
戦
の
廃
墟
か
ら
高
度
成
長

を
遂
げ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が

日
本
と
似
て
お
り
、
欧
州
の

日
本
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
。
１
９
９
０
年
代
初
め
の

不
況
を
情
報
社
会
へ
の
転
換

と
教
育
へ
の
投
資
で
乗
り
切

っ
た
こ
と
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
社
会
保
障
が
、
予
防
と
効

率
的
で
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
、
適
切
な
所
得
保
障
で

成
り
立
っ
て
お
り
、
地
方
分

権
と
男
女
平
等
の
国
で
あ
る

こ
と
。
高
齢
化
の
進
行
や
格

差
の
拡
大
な
ど
問
題
も
あ
る

こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
た
。

資
源
に
乏
し
い
小
国
で
あ

り
な
が
ら
、
高
福
祉
と
高
い

競
争
力
を
両
立
す
る
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
は
、
日
本
が
手
本
と

す
べ
き
国
で
あ
り
、
学
ぶ
べ

き
こ
と
は
多
い
。

こ
の
講
演
会
は
、
北
海
道

地
方
自
治
研
究
所
、
北
方
圏

セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
北
海

道
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
、
連

合
や
自
治
労
が
協
賛
し
開
か

れ
た
。

講
演
の
内
容
は
、
社
団
法

人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所

発
行
の『
北
海
道
自
治
研
究
』

０９
年
９
月
号（
同
月
半
ば
発

行
予
定
）に
掲
載
の
予
定
。

■
本
紹
介
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を

世
界
一
に
導
い
た
１
０
０
の

社
会
改
革
』
イ
ル
ッ
カ
・
タ

イ
パ
レ
（
編
著
）
山
田
眞
知

子
（
訳
）（
発
行

公
人
の
友

社

２
８
０
０
円
＋
税
）

朔 風

共済道支部
事務担

自
治
労
共
済
道
支
部
は
、

６
月
２５
日
事
務
担
当
者
会
議

を
開
き
、
１
１
９
単
組
１
４

３
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
７
月
改
正
団
体

生
命
共
済
に
か
か
わ
る
給
付

事
例
及
び
事
務
処
理
の
変
更

点
と
自
然
災
害
共
済
制
度
改

定
組
織
討
議
�
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
っ
た
。

７
月
か
ら
、
病
気
・
傷
害

の
入
院
に
つ
い
て
、
１
日
目

か
ら（
日
帰
り
入
院
）給
付
対

象
と
な
る
の
に
あ
わ
せ
て
、

制
度
内
容
・
請
求
に
あ
た
っ

て
の
注
意
点
な
ど
の
説
明
を

行
っ
た
。（
注
意
・
単
組
に
よ

っ
て
発
効
月
が
異
な
る
）

自
然
災
害
共
済
制
度
改
定

組
織
討
議
�
に
つ
い
て
は
、

現
行
契
約
タ
イ
プ
に
加
え
、

地
震
等
共
済
金
と
風
水
害
等

共
済
金
を
引
上
げ
た
「
大
型

タ
イ
プ
（
付
属
建
物
等
特
別

共
済
金
付
帯
）」を
新
設
し

た
。
こ
れ
は
、
現
行
制
度
と

「
大
型
タ
イ
プ
」
を
個
人
単

位
で
選
択
可
能
と
す
る
も
の

で
、
実
施
時
期
を
２
０
１
０

年
７
月
１
日
と
す
る
と
し
た

内
容
で
、
組
織
討
議
案
と
し

て
、
提
起
し
、
７
月
末
ま
で

に
意
見
集
約
す
る
。

団
生
の
事
務
処
理

自
然
災
害「
大
型
タ
イ
プ
」
を
説
明左の山田眞知子さんは、北翔大学教授を経て、現在はフィンランド

在住。タイパレ夫妻のユーモアあふれる話をわかりやすく通訳した

『大型はがき』行動実施中JICHIRO スケジュール
２００９年７月

１１日�土 学校栄養士連絡会議学習会（札幌市）
１４日�火 ２００９人勧期第２次全国統一行動日、同第１次

中央行動
１５日�水 第５回組織強化員会（札幌市）
１７日�金 第２８回青年部夏期交流集会（～２０日、岩内町）
２２日�水 反核平和の火のリレー（～８月５日）
２４日�金 ２００９人勧期第３次全国統一行動日、同第２次

中央行動
２５日�土 第３１回自治労女子バレー大会全道優勝大会

（～２６日、夕張市）

人勧期の取り組みとして、要求実現のた

めに人事院総裁と総務大臣あての、『大型は

がき』行動を実施しています。

月例給・一時金の水準維持、自宅所有者

の住宅手当廃止反対、非常勤職員等の課題

解決のため全員で取り組む行動です。
道本部ホームページ

１人５筆�７月２４日到着めざそう

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

ユーザー名：hokkaido
パスワード：jichi2009

組合員専用ページは自治労北海道

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２００９年７月１１日（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）jichiro-hokkaido.gr.jp自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９７９号



��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

臨時・非常勤等
職員連絡会

７
月
４
日
、
自
治
労
会
館

で
自
治
労
北
海
道
臨
時
・
非

常
勤
等
職
員
連
絡
会
議
第
１６

回
総
会
兼
第
２５
回
全
道
交
流

集
会
が
開
か
れ
２２
単
組
・
総

支
部
、
９５
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
高
野

議
長
は
、「
人
間
と
し
て
の
扱

い
を
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
に

す
る
た
め
に
、
ひ
と
り
一
人

が
職
場
や
地
域
で
声
を
あ
げ

て
、
均
等
待
遇
、
安
定
雇
用

を
め
ざ
そ
う
！
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
来
賓
の
相
原
久
美

子
参
議
院
議
員
は
、「
非
正
規

労
働
者
処
遇
改
善
の
立
法
化

を
め
ざ
す
。
自
分
た
ち
の
た

め
、
次
の
世
代
の
人
達
の
た

め
に
声
を
出

し

て

い

こ

う
！
」
と
激
励
し
た
。
総
会

で
は
、
経
過
報
告
、
活
動
方

針
、
幹
事
会
体
制
を
満
場
の

拍
手
で
承
認
し
、
終
了
し

た
。引

き
続
く
全
道
交
流
集
会

で
は
、
参
加
者
か
ら
２５
年
前

に
自
ら
が
本
集
会
の
開
催
に

関
わ
っ
た
こ
と
を
回
想
し
、

「
運
動
が
進
ん
で
い
る
こ
と

に
感
激
。
こ
れ
か
ら
も
自
信

を
持
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
」

と
継
続
の
重
要
性
に
つ
い
て

発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
組

織
化
に
向
け
て
当
該
者
と
と

も
に
参
加
し
た
基
本
組
織
委

員
長
は
、「
来
年
は
、
組
織
化

し
た
中
で
参
加
し
た
い
」
と

決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

い
ま
、「
政
権
交
代
」
が
叫

ば
れ
、
新
聞
な
ど
で
目
に
し

な
い
日
は
な
い
。
初
め
て
政

権
交
代
が
実
現
し
よ
う
と
す

る
歴
史
的
な
総
選
挙
が
間
近

に
せ
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

長
く
続
い
た
自
民
党
政
権

が
国
民
の
生
活
に
ど
ん
な
影

響
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
今

日
の
状
況
を
見
る
と
そ
の
政

治
的
病
が
誰
の
目
に
も
末
期

症
状
と
し
て
見
え
て
い
る
。

山
口
教
授
は

「
緊
急
を
要

す
る
課
題
に

対
応
で
き
な

く
な
っ
て
い

る
」と
説
く
。

「
健
全
な

民
主
政
治
に
は
政
権
交
代
が

常
に
必
要
な
の
で
あ
る
。
政

治
権
力
の
暴
走
を
防
ぐ
と
い

う
自
由
主
義
の
観
点
と
、
国

民
に
よ
る
政
治
選
択
を
実
質

化
す
る
と
い
う
民
主
主
義
の

観
点
か
ら
政
権
交
代
が
な
ぜ

必
要
か
…
」、「
変
え
て
み
る

経
験
が
政
治
を
鍛
え
る
」
と

い
う
解
説
が
納
得
で
き
る
。

政
権
交
代
は
、
私
た
ち
自
身

の
政
治
を
考
え
る
力
を
鍛
え

て
い
く
の
か
も
知
れ
な
い
。

『
政
権
交
代
論
』（
岩
波
新
書
・
７８０
円
＋
税
）

著
者
・
山
口

二
郎（
北
海
道
大
学
教
授
）

読んでみたい
ＢＯＯＫ 人人

間間
扱扱
いい
ささ
れれ
るる
社社
会会
にに

国会活動で非正規労働者の処遇改善のための立法化をめざし、現在
「チーム相原」として学習会を重ね準備中とあいさつする相原参議

反貧困ネット北海道設立

貧困深刻化のかげに雇用劣化

６
月
２７
日
、
札
幌
市
・
北

海
道
大
学
学
術
交
流
会
館

で
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
北
海
道

設
立
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
関
係
す
る
団

体
・
個
人
な
ど
が
多
数
参
加

し
た
。

開
会
に
あ
た
り
北
海
道
大

学
教
授
の
山
口
二
郎
代
表

は
、「
福
祉
、
労
働
界
、
研
究

者
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
よ
う

や
く
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

今
ま
で
豊
か
な
社
会
の
残
像

に
ご
ま
か
さ
れ
、
貧
困
問
題

の
深
刻
化
に
最
近
気
づ
い

た
。
社
会
問
題
と
し
て
政

党
・
政
治
家
に
対
し
て
問
題

提
起
を
行
い
政
策
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
、
設
立

の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
、
多

く
の
賛
同
を
要
請
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
朝
日
新

聞
編
集
委
員
・
竹
信
三
恵
子

さ
ん
が
「
賃
下
げ
依
存
症
ニ

ッ
ポ
ン
と
貧
困
」
を
テ
ー
マ

に
話
し
た
。
働
く
現
場
か
ら

見
る
新
自
由
主
義
の
も
た
ら

し
た
も
の
は
貧
困
深
刻
化
の

か
げ
に
雇
用
劣
化
の
進
行
が

あ
る
と
指
摘
し
、
労
働
者
が

食
べ
て
い
け
る
産
業
の
育
成

を
行
う
構
造
的
な
見
直
し
を

す
る
べ
き
時
だ
と
強
調
。

最
後
に
、
悪
ス
パ
イ
ラ
ル

を
断
つ
た
め
に
、「
派
遣
切
り

な
ど
の
個
人
の
出
来
事
を
、

同
じ
境
遇
の
人
た
ち
と
束
ね

る
力
が
重
要
で
、
そ
れ
が
社

会
問
題
化
す
る
こ
と
で
構
造

の
見
直
し
に
つ
な
が
る
。
そ

の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

し
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
北
海
道

に
期
待
し
た
い
」
と
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
北
海
学
園
・
川
村
雅

則
さ
ん
、
北
星
学
園
大
学
・

木
下
武
徳
さ
ん
、朝
日
新

聞
・
竹
信
三
恵
子
さ
ん
、
北

海
道
大
学
・
山
口
二
郎
さ
ん

を
パ
ネ
ラ
ー
に
、
北
海
道
大

学
・
中
島
岳
志
さ
ん
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

そ
の
中
で
北
海
道
の
非
正

規
労
働
者
の
実
態
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、
経
営
者
と
労

働
者
に
お
け
る
富
の
再
配
分

の
ル
ー
ル
化
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
の
在
り
方
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意

見
が
出
さ
れ
終
了
し
た
。

いのくら
集 会

６
月
２７
日
、
自
治
労
会
館

で
「
第
３７
回
い
の
ち
と
く
ら

し
を
守
る
全
道
女
性
集
会
」

が
開
か
れ
約
３
０
０
人
（
自

治
労
７２
人
）
が
参
加
し
た
。

今
年
は
、「
未
来
の
た
め
の

江
戸
学
」
と
題
し
て
、
田
中

優
子
さ
ん
（
江
戸
文
化
研
究

家
・
法
政
大
学
社
会
学
部
教

授
）
が
講
演
し
た
。

講
演
で
は
、
白
土
三
平
の

長
編
劇
画
「
カ
ム
イ
伝
」
の

舞
台
で
あ
る
１
６
５
０
年
前

後
か
ら
１
６
８
０
年
頃
ま
で

の
日
本
に
つ
い
て
説
明
し

た
。田

中
さ
ん
は
、「
そ
の
頃
の

人
た
ち
が
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
生
き
て
き
た
の
か
」
を
テ

ー
マ
に
、
穢
多
（
え
た
）・
非

人
、
農
民
（
百
姓
）、武
士
の

仕
事
に
つ
い
て
「
カ
ム
イ

伝
」
を
も
と
に
紹
介
し
た
。

「
農
民
（
百
姓
）
は
、
不

平
等
を
感
じ
た
ら
一
揆
す

る
。
富
が
偏
っ
た
ら
農
民
は

団
結
し
て
一
揆
す
る
。
そ
れ

は
当
然
の
こ
と
。
私
た
ち
は

そ
の
感
覚
を
な
く
し
て
し
ま

っ
た
」「
武
士
階
級
内
の
格
差

は
激
し
く
、
他
の
階
級
が
ど

う
や
っ
て
生
き
て
い
る
の
か

見
る
余
裕
が
な
い
。
江
戸
で

も
現
代
で
も
、
国
と
い
う
も

の
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
権
力

機
構
は
存
在
す
る
。
そ
れ
と

同
じ
く
ら
い
の
力
で
抵
抗
し

て
い
か
な
け
れ
ば
変
わ
ら
な

い
。
国
は
一
体
何
の
た
め
に

あ
る
の
か
。
私
た
ち
が
反
論

し
て
い
か
な
け
れ
ば
つ
ぶ
さ

れ
て
し
ま
う
」
と
述
べ
、
天

皇
制
や
沖
縄
問
題
、
憲
法
９

条
問
題
に
も
ふ
れ
講
演
し

た
。
最
後
に
、
憲
法
を
片
手

に
、
も
う
一
方
の
手
は
隣
の

人
と
堅
く
つ
な
ぎ
、
憲
法
改

悪
を
許
さ
な
い
と
り
く
み
を

い
ち
だ
ん
と
強
め
て
い
く
た

め
の
集
会
宣
言
を
読
み
上

げ
、
全
体
で
確
認
し
て
集
会

を
終
了
し
た
。

不
平
等
な
ら「
団
結
！
」一
揆
は
当
然

左から中島コーディネーター、川村さん、木下さん、竹信
さん、山口さんが非正規問題について意見を出し合った法政大学・田中優子教授

６
月
１８
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
臓
器

移
植
法
改
正
案
の
採
決
が
あ
り
、
脳
死

を
人
の
死
と
し
、
１５
歳
未
満
の
子
ど
も

に
臓
器
提
供
の
道
を
開
く
通
称
Ａ
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
各
議
員
の
内
心
の
問
題

が
絡
ん
で
お
り
、
民
主
党
は
党
議
拘
束

を
外
し
て
臨
み
ま
し
た
。
私
も
多
く
の

方
か
ら
意
見
を
伺
い
、
熟
慮
し
た
結

果
、
人
の
死
の
基
準
は
現
行
法
通
り

で
、
１５
歳
未
満
の
子
ど
も
の
臓
器
提
供

に
道
を
開
く
通
称
Ｄ
案
に
賛
成
す
る
こ

と
に
し
、
他
の
３
案
に
つ
い
て
は
積
極

的
に
反
対
す
る
理
由
が
見
い
だ
せ
な
か

っ
た
た
め
、
棄
権
し
ま
し
た
。
Ａ
案
が

衆
議
院
を
通
過
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
臓
器
移
植
を

受
け
る
側
、
臓
器
を
提
供
す
る
側
、
医

療
関
係
者
と
い
っ
た
立
場
で
見
方
は
分

か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
改

正
に
よ
り
助
か
る
命
が
増
え
る
こ
と
は

前
進
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

臓
器
移
植
法
改
正
案
は
前
進

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚
を
２

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を
自
分
で

選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン
自
由
席
。

締
め
切
り
は
７
月
２１
日
�
午
後
４

時
、
電
話
で
受
付
（
０
１
１
―
７
４
７

―
３
２
１
１
�
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
申
告
）
落
選
し
た
人
に
は
連
絡
し

な
い
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ

ケ

ッ

ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

お
め
で
た
い
お

話
で
す
。
６
月
２８

日
（
ジ
ュ
ー
ン
ブ

ラ
イ
ド
）
に
、
高

山
智
子
さ
ん
（
企

画
総
務
局
・
組
織

局
）
の
結
婚
パ
ー

テ
ィ
が
開
か
れ
ま

し
た
。
高
山
さ
ん
は
と
て
も

優
し
く
、
周
り
の
人
に
気
配

り
を
で
き
る
人
で
、
そ
の
笑

顔
は
全
て
の
人
を
癒
す
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ

で
は
、
そ
の
笑
顔
が
い
つ
も

の
１
万
倍
に
な
り
、
夕
方
の

パ
ー
テ
ィ
が
昼
間
の
よ
う
に

光
り
輝
き
眩
し
か
っ
た
で

す
。
高
山
さ
ん
と
私
は
同
期

入
局
で
、
偶
然
に
も
、
昨
年

８
月
、
１
日
違
い
で
入
籍
と

い
う
仲
の
良
さ
で
す
。
だ
か

ら
高
山
さ
ん
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
姿
を
見
る
と
言
葉

に
で
き
な
い
感
動
で
、
幸
せ

な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
、
石
上
企

画
総
務
部
長
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

で
、
道
本
部
有
志
と
と
も
に

日
頃
の
感
謝
と
お
礼
を
込
め

て
、
お
祝
い
の
余
興
を
行

い
、
場
内
は
最
高
の
盛
り
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
。
出
席

者
が
始
終
笑
顔
で
、
お
二
人

の
人
柄
を
あ
ら
わ
す
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
結
婚
を
祝
う
会

で
し
た
。
智
子
さ
ん
、
達
也

さ
ん
、
幸
せ
を
分
け
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
、
末
永
く
お

幸
せ
に
。
（
鈴
木

知
幸
）
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